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1．はじめに

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所（以下，生水研）では，1960

年代から「荒廃した林地を技術的に改良し，特殊な立地条件下における林業経営の規範を示す」

ことを目標に森林施業が行われ，立地条件の不利を補うための林地肥培効果を検証するための試

験地が設定された。その後森林の成長に伴い効率のよい除間伐方法の追求を目指し，間伐の方法

や密度を変えた試験地が設定された（東京大学農学部附属愛知演習林，1993）。

　生水研で測定されてきたヒノキ人工林試験地のうち四つの試験地についてはすでに測定資料が

公開されている（澤田ら，2009）。本報ではこれまで測定資料が公開されていなかった六つのヒ

ノキ人工林試験地（「ヒノキ齢階別施肥反応試験地」，「防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験

地」，「ヒノキ防風保護区画試験地」，「ヒノキ植栽密度試験地」，「ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験

地」，「ヒノキ人工交配家系苗試植試験地」）について，2022 年までに行われた測定資料を報告す

る。

2．各試験地の概要

　本報で報告するヒノキ人工林各試験地は，いずれも生水研赤津研究林内にある（図－1）。各試

験地の位置する赤津研究林は中古生代の花崗岩を基岩とする深層まで風化した黒雲母花崗岩と花

崗閃緑岩からなる（生水研，2012）。また，赤津研究林内の白坂気象観測露場での 1961 年から

1990 年までの 30 年間の年平均気温は 13.0℃，平均年降水量は 1844mm，1991 年から 2020 年ま

での 30 年間（2005 年を除く）の年平均気温は 13.0℃，平均年降水量は 1829mm，東山気象観測

露場での 1961 年から 1975 年までの 15 年間の年平均気温は 12.9℃，平均年降水量は 1799mm で
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ある。

2−1．ヒノキ齢階別施肥反応試験地

　異なる林齢のヒノキ林に対して一定の方法で肥培を行ったとき，各林齢の立木がどのような反

応を示すかを明らかにするために設定した。試験地は 1964 年に，1957 年植栽（H－7），1952 年

植栽（H－12），1942 年植栽（H－22）の三つの異なる林分に設定した。

　H－7 は 45 林班い 3 小班（35°14′42″，137°10′13″）に位置し，面積が 0.29ha，地況は標高

が 470～500m，斜面が北東向き，平均斜度が 20～30°である。H－12 は 40 林班い 2 小班（35°

図－1　 生態水文学研究所赤津研究林におけるヒノキ人工林各種試験地の位置図  
番号は林班番号を示す。
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14′44″，137°10′15″）に位置し，面積が 0.44ha，地況は標高が 500～560m，斜面が南東向き，

斜度が 10～20°である。H－22 は 58 林班い 1 小班（35°13′33″，137°10′9″）に位置し，面積

は 0.32ha，地況は標高が 380～410m，斜面が南西向き，斜度が 5～15°である。

　各試験区内を四つに区切り（図－2），施肥区（A1，A2）と無施肥区（B1，B2）に分けて，そ

れぞれ表－1 に示す量の施肥を行った。H－7 は 1970 年と 1972 年に，H－12 は 1970 年と 1978

年と 1985 年に間伐を行った。H－22 では 1971 年と 1972 年に施肥区のみ間伐を行った（間伐対

象木の調査野帳による）。また，各試験地で解析を目的とした伐採が行われている。H－7 では

1970 年に各試験区から 1 本ずつ伐採し，樹体の容積密度，窒素濃度などが調べられた（朝日ら，

1973a）。H－12 では 1982 年に施肥区，無施肥区から 1 本ずつ伐採し，成長解析が行われた（渡

部，1983）。H－22 では 1976 年に施肥区，無施肥区から 1 本ずつ伐採し，高さ別の年輪幅の成長

が調べられるとともに（吉田ら，1978），1982 年にも施肥区，無施肥区から 1 本ずつ伐採されて

いる。

図－2　生態水文学研究所「ヒノキ齢階別施肥反応試験地」の概略図
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2−2．防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地

　生水研内では高標高地であり，風害の発生した斜面において，ヒノキ人工林を成立させるた

め，広葉樹に防風帯をもうけて植栽を行った試験地である。本試験地は 56 林班い 3 小班（35°

14′16″，137°10′30″）にあり，面積は 1.18ha，地況は標高が 600～630m，斜面が南向き，斜度

が 25～35°である。この試験地では冬季に西風が主風となり，風害の要因となっていたことから

南北方向に広葉樹を防風帯として残し，防風帯に挟まれた斜面に 1965 年 5 月にヒノキが植栽さ

れた（図－3）。なお，防風帯の植生はコナラやソヨゴとの記録は残るが，樹高や密度の情報は

残っていない。

　試験地をアンモニア系肥料の施肥区（施肥（N）区：B1 区，B2 区），アンモニア系肥料とカ

リウム肥料施肥区（施肥（N＋K）区：C1 区，C2 区），無施肥区（A1 区，A2 区）に分け，植栽

2 年目と 4 年目に施肥を行った。植栽 2 年目は 1966 年 3 月にアンモニア系高度化成肥料（15-15-

10）を N 相当量 7g/ 本となるように穴あけ施肥し，1966 年 9 月にカリウム肥料を K2O 相当量

16g/ 本となるように表面輪状施肥した。植栽 4 年目は 1968 年 5 月にアンモニア系肥料を N 相当

図－3　生態水文学研究所「防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地」の概略図

表－1　 生態水文学研究所「ヒノキ齢階別施肥反応試験地」の区画ごと施肥量

東京大学愛知演習林（1973）をもとに作成
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量 11.25g/ 本となるように，1968 年 10 月にカリウム肥料を K2O 相当量 11.25g/ 本となるように表

面輪状施肥した（東京大学愛知演習林，1973）。

2−3．ヒノキ防風保護区画試験地

　生水研赤津研究林の複数のヒノキ造林地において 1963 年に寒風害による枯損が発生した。寒

風害被害地のうち造林地内に広葉樹の保存木帯を持つ造林地では保存木帯の風下側において寒風

害が発生しなかったことから，大面積皆伐を行わず，保護帯を設けることで寒風害を防ぐことが

できると考えられた（朝日ら，1968）。そこで，寒風害の予防効果を調べる目的で，寒風害被害

地の一ケ所において，広葉樹による保護帯をマス目状に残して植栽を行い試験地とした。本試験

地は 62 林班い 10 小班（35°13′43″，137°10′47″）にあり，面積は 0.74ha，地況は標高が 520

～600m，斜面が南東向き，斜度が 15～40°である。

　試験地設置にあたり広葉樹による幅約 2m の保護帯を確保し，10m×10m の区画（以下 10m

区）14 区画と 20m×20m の区画（以下 20m 区）6 区画，そのほかに林分の形状に合わせて 17 区

画の合計 37 区画を設置した（図－4）。なお，当時の保護帯の樹高や樹種，由来については記録

が残っていない。1966 年にヒノキ 2 年生苗を 1.5m×1.5m 間隔で 10m 区には 36 本，20m 区には

図－4　生態水文学研究所「ヒノキ防風保護区画試験地」の概略図



42 岸本光樹ら

169 本植栽した。10m 区の 4 区画と 20m 区 m の 2 区画を無施肥区とし，残りの区画には植栽 3

年目の 1968 年に高度化成肥料（15-15-10）を N 相当量 5.3g/ 本になるように施肥し，植栽 4 年目

の 1969 年に N 相当量 7.5g/ 本になるように施肥した（東京大学愛知演習林，1973）。

2−4．ヒノキ植栽密度試験地

　ヒノキの植栽密度ごとの施肥に対する反応を調べるため設定された試験地である。本試験地は

62 林班い 11，い 12 小班（35°13′30″，137°10′38″）にあり，面積は 0.64ha，地況は標高が

450～500m，斜面が北西向き，斜度が 25～35°である。

　試験地内に 20 区画を設け（図－5），植栽間隔を 1.0m，1.2m，1.4m，1.6m，2.0m の 5 段階に

分け，各段階施肥区，無施肥区を二つずつ設定した。各区画の番号，植栽密度，施肥の有無，植

栽年について表－2 に示す。施肥は 3 回行われ，1 回目は植栽 2 年目に窒素系化成肥料を N 相当

量 5.2g/ 本，2 回目は植栽 3 年目に N 相当量 7.8g/ 本，3 回目は植栽後 7 年目に 11.3g/ 本となるよ

う施肥した（渡部ら，1994）。

2−5．ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地

　ヒノキ幼齢林の成長に対する枝打ちの効果を調べることを目的に設定され，区画ごとに枝打ち

図－5　生態水文学研究所「ヒノキ植栽密度試験地」の概略図
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高を変え，枝打ち後の成長量を測定した。本試験地は 64 林班い 13 小班（35°13′10″，137°09′

58″）にあり，面積は 0.25ha，地況は標高が 310～320m，斜面が西向き，斜度が 0～10°である。

1986 年 4 月に植栽されたヒノキ林（0.77ha）の歩道沿いの一部を 1993 年 11 月に試験地として設

定した。

　本試験地は枝打ちの効果を調べることを目的に，区画ごとに枝打ち高を変えている。本報では

区画ごとに枝打ち高を変える際の基準として，「枝打ち率」を次の式とする。

　枝打ち率（％）＝枝打ち長（m）／枝打ち前の樹冠長（m）

　試験地内を六つに区切り（図－6），枝打ち率 50％区（A1，A2），枝打ち率 30％区（B1，B2），

無処理区（C1，C2）の三つの試験区に分けてそれぞれ施業を行い成長量の測定を行った。1993

年 11 月と 1999 年 1 月に表－3 に示す枝打ち率で枝打ちを行った。また，1993 年 11 月の枝打ち

の際，表－3 に示す本数除伐を行った（本試験地設定時の野帳による）。

2−6．ヒノキ人工交配家系苗試植試験地

　樹木の持つ各種の遺伝子について，その遺伝様式を調査するためには，人工交配によって育成

された両親の明らかな家系が必要となる。そこでヒノキ精英樹について総当たりで人工交配（ダ

表－2　 生態水文学研究所「ヒノキ植栽密度試験地」の区画ごとの植栽年と直径測定
位置
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イアレスクロス）することにより得られた種苗を植栽している。

　本試験地は 71 林班い 10 小班（35°13′04″，137°09′49″）にあり，面積は 0.1ha，地況は標高

が 300m，斜度が 0～10°である。

　生水研のある愛知県と同じ東海育種区に属する静岡県選抜のヒノキ精英樹 5 品種（伊豆 3，伊

豆 5，富士 1，富士 5，富士 6）（林木育種センター，2000，2006）を表－4 に示す通りダイアレ

スクロスさせた組み合わせのうち 15 の組み合わせを植栽した（図－7）。植栽した苗木は静岡県

林業センター（現静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター）より提供された。ヒノキ精

英樹の交配は 1990 年 4 月に行われ，1990 年 10 月採種，1991 年 4 月播種ののち育苗され，1996

年 2 月に植栽した（本試験地設定時の野帳による）。1997 年 4 月に枯死木について補植を行い

（本試験地測定野帳による），2009 年に試験地の一部（図－7 の網掛けの区画）について間伐を

行った（選木野帳と現地での伐根により確認）。また，本試験地の植栽木は親家系が明らかであ

ることから，1999 年から 2007 年までの間毎年，採穂台木とされ樹幹先端部の枝の採取が行われ

た（澤田ら，2019）。2023 年現在，試験地として維持されている。

表－3　 東京大学生態水文学研究所「ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地」の区画ごとの
施業

図－6　生態水文学研究所「ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地」の概略図
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3．各試験地の測定方法

　試験地ごとの測定方法を以下に示す。なお本報で公開する測定資料のうち胸高直径は測定木の

地上から 1.2m 部の直径のことを指す。同様に胸高周囲は測定木の地上から 1.2m 部の周囲長の

ことを指し，胸高周囲を測定していた場合でも胸高直径に換算して公開する。

図－7　生態水文学研究所「ヒノキ人工交配家系苗試植試験地」の概略図

表－4　 東京大学生態水文学研究所「ヒノキ人工交配
家系苗試植試験地」に植栽した種苗の交配組
み合わせ

番号は植栽区画番号と対応している。－は植栽しなかっ
た組み合わせ
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3−1．ヒノキ齢階別施肥反応試験地

　試験地設定から 5 年目までは各試験区 20 本を測定木とし，巻尺により胸高周囲と検測桿によ

り樹高を測定した。1969 年から（H－22 は 1968 年から）各区内の全木を測定木とし，胸高周囲

を巻尺により測定した。樹高は胸高直径階分布より各区 15％程度を選び検測桿により測定した。

1982 年からは直径巻尺を用い，胸高直径を測定した。H－7，H－12，H－22 の各試験区はそれ

ぞれ 1992 年，1985 年，1986 年まで測定が行われた。

3−2．防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地

　植栽後 4 年目までは各区 20 本を測定木とし，地上から 15cm 部の直径をノギスで計測した。

樹高は巻尺により計測した。植栽後 8 年目（1972 年）以降は各区 49 本を測定木とし，胸高直径

（地上から 1.2m 部）と樹高を測定した。胸高直径は，1972 年はノギス，1975 年は巻尺，1982 年

以降は直径巻尺により計測した。樹高は検測桿により測定した。本試験地では 1985 年まで測定

が行われた。

3−3．ヒノキ防風保護区画試験地

　1967 年 11 月までは 10m 区の 14 区画と 20m 区の 6 区画を対象とし，各区画の中心付近にある

10 本を測定木とした。1968 年からは 10m 区の 8 区画と 20m 区の 4 区画を対象とし，20m 区の

測定木を 20 本に増やした。1971 年調査までは初期成長量を記録するため，地上から 15cm 部の

直径をノギスで，樹高は巻尺で計測した。また，1971 年からは 10m 区－施肥区，10m 区－無施

肥区，20m 区－施肥区，20m 区－無施肥区のそれぞれ 1 区画について，胸高直径と樹高を測定

した。10m 区は全木を，20m 区は 50 本を測定木とし，胸高直径は全木をノギスで，樹高は胸高

直径階から各区 15 本前後を検測桿で計測した。各区画の測定項目ついて表－5 に示す。本試験

地では 1973 年まで測定が行われた。

3−4．ヒノキ植栽密度試験地

　初期成長量を記録するため，各区 20 本を測定木とし，直径をノギスで，樹高は巻尺で計測し

た。直径の測定高さは地上 10cm と 15cm の区画があり，表－2 に示した。初期成長量測定後は

継続した調査は行われず試験地としての維持管理は終了したが，間伐等の施業についても行われ

なかったことから，約 25 年間無間伐で経過した林分として 1993 年に測定が行われるとともに，

各区 1 本ずつ伐採され樹幹解析が行われている（渡部ら，1994）。1993 年の測定では全木を対象

に直径巻尺で胸高直径を測定し，直径階分布から各区の胸高直径測定木の約 2 割について，検測

桿で樹高を測定した。
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3−5．ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地

　各区 30 本を測定木とした。樹高を検測桿により，胸高直径と初回測定時の樹高の 1/2 の高さ

部の直径（以下 1/2 直径）を直径巻尺により測定した。1999 年 1 月に枝打ち処理をした A1，

A2，B1，B2 の 4 区のみ，枝打ちによって枝が打たれた最も高い位置を枝下直径として直径巻尺

で測定した。本試験地では 2000 年まで測定が行われた。

3−6．ヒノキ人工交配家系苗試植試験地

　胸高直径は，1997 年，1998 年，1999 年はノギス，2008 年，2022 年は直径巻尺により計測し

た。樹高は 2008 年まで検測桿により，2022 年はバーテックス Vertex Ⅳ（Haglof 社，Sweden）

により測定した。なお，全調査を通して胸高直径および樹高についての計測は行ったが，精英樹

の調査で用いられる通直性や形態的特徴については調査していない。2023 年現在，本試験地で

の最後の測定は 2022 年である。

4．結果

　各試験地の測定資料を示すとともに，これまで各試験地で公表されてきた結果や，測定資料を

集計し若干の解析を行った結果について以下に報告する。

4−1．ヒノキ齢階別施肥反応試験地

　ヒノキ齢階別施肥反応試験地の測定資料のうち H－7 の測定資料を附表－1 および附表－2 に，

H－12 の測定資料を附表－3 および附表－4 に，H－22 の測定資料を附表－5 および附表－6 に示

す。

　本試験地の施肥から 1 年目と 2 年目の成長量について朝日（1966）によって報告されている。

施肥区と無施肥区の樹高成長量，胸高直径成長量を比較したところ，H－22 では 1 年目，2 年目

ともに施肥区の成長量が著しく大きく，2 年目では無施肥区に対して樹高で 4 倍，胸高直径で 2

倍の成長量を見せた。しかしながら，H－12 および H－7 ではその差は僅かで，H－7 の 2 年目

の直径成長量こそ有意差が見られたものの，H－12 の直径成長量，H－7 の樹高成長量にはほと

んど差が見られなかった。朝日（1966）はこの違いについて，林相の違いを指摘しており，H－

22 では林冠閉鎖によりヒノキ以外の植物がなく，肥料がヒノキに使われたのに対し，林冠閉鎖

前の H－12 および H－7 では下草に肥料を吸収された可能性を指摘している。また，施肥区での

成長が著しかった H－22 において，朝日ら（1973b）は施肥区のヒノキの根が下層まで発達して

おり，ヒノキの根の生重量が無施肥区に比べ深さ 20cm までで 1.5 倍，20～40cm の範囲では 2.5

倍，深さ 40～60cm の範囲では 3.7 倍となっており，施肥による根系の発達が成長に寄与してい

ることを示した。
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　原ら（1987）は試験地設定後 20 年のデータから，H－12 においては ha 当たり材積や胸高断面

積合計において施肥区の値が無施肥区に比べ高いことや，H－22 においては施肥期間中の成長量

の差が 20 年後も継続していることを示している。

　なお，当時の生水研では，別の試験地として設定された「ヒノキ肥培試験地」（詳細，測定資

料は澤田ら（2009）で公開済）を植栽後 35 年での施肥試験地 H－35 として，本報で測定資料を

公開する「防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地」を植栽後 1 年での施肥試験地 H－1 として

「ヒノキ齢階別施肥反応試験地」の一部として取り扱っている（例えば朝日，1966；原ら，

1987）。

4−2．防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地

　防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地の測定資料を附表－7 および附表－8 に示す。

　1 回目の施肥から 2 年半の間の地上から 15cm 部の直径と樹高の成長量について比較してみた

ところ（図－8），成長量は直径，樹高のどちらも，施肥（N）区，施肥（N＋K）区ともに無施

肥区に比べて有意に大きかったが（p＜0.001，Tukey HSD 検定），施肥（N）区と施肥（N＋K）

区の間に有意な差はみられなかった。しかしながら，施肥前の 1966 年 3 月時点で直径，樹高の

どちらも，施肥（N）区，施肥（N＋K）区ともに無施肥区に比べて有意に大きく（p＜0.001，

Tukey HSD 検定），成長量の違いが施肥による効果なのかどうかはわからなかった。

4−3．ヒノキ防風保護区画試験地

　ヒノキ防風保護区画試験地の測定資料を附表－9 および附表－10 に示す。

　施肥直前の 1967 年 11 月から 1971 年 1 月までの約 3 年間の成長量について 10m 区－施肥区，

10m 区－無施肥区，20m 区－施肥区，20m 区－無施肥区に分けて比較を行ったところ（図－9），

樹高成長量は 10m 区において施肥区が無施肥区より有意に大きく（p＜0.05，Tukey HSD 検定），

10m 区では施肥の効果が見られた。一方，地上 15cm 部直径の成長量では 10m 区－無施肥区と

20m 区－無施肥区（p＜0.05，Tukey HSD 検定）の間に有意差が見られた。1973 年の測定結果に

ついても同様の比較を行ったところ（図－10），胸高直径では 10m 区－無施肥区と 20m 区－施

肥区（p＜0.01，Tukey HSD 検定）および 20m 区－無施肥区（p＜0.05，Tukey HSD 検定）の間に

有意差が見られた。なお，本試験地の主目的である寒風害の予防については，観測期間中に寒風

害は確認されていないが，比較地もないため保護帯の効果はわからなかった。

4−4．ヒノキ植栽密度試験地

　ヒノキ植栽密度試験地の初期測定資料を附表－11 および附表－12 に 1993 年の測定資料を附表

－13 に示す。
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　植栽から 5 年間の成長量について，地上 10cm 部の直径を測定した 1.2m 区，1.4m 区，1.6m 区

と地上 15cm 部の測定を行った 1.0m 区と 2.0m 区に分けて比較を行った（図－11）。2.0m 区の樹

高は無施肥区が施肥区に比べて有意に大きかった（p＜0.01，Tukey HSD 検定）。しかしながら，

1.6m 区の樹高成長（p＜0.05，Tukey HSD 検定），1.0m 区の直径成長（p＜0.01，Tukey HSD 検

図－8　 生態水文学研究所「防風保護帯とカリ肥料施肥の効果試験地」の初期の測定
結果と初期 2 年間の成長量  
直径は地上から 15cm の位置で測定。
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定）と樹高成長（p＜0.001，Tukey HSD 検定）では施肥区が無施肥区に比べて有意に大きかっ

た。最も疎な 2.0m 区で施肥区に対し無施肥区が大きくなった要因として「ヒノキ齢階別施肥反

応試験地」で朝日（1966）が指摘しているヒノキ以外の植生による影響などが考えられるが，当

時の植生情報などは残っておらずわからない。

　1993 年の測定結果について比較を行ったところ（図－12，図－13），胸高直径，樹高ともに

1.0m 区から 1.6m 区においては施肥区の方が無施肥区より大きく，2.0m 区で逆になる傾向がみ

られ，初期成長の差が 25 年後にも残っている。一方，植栽密度による違いがより顕著になって

おり，胸高直径，樹高とも高密度区ほど小さい傾向にあり，特に胸高直径については最も高密度

な 1.0m 区と最も低密度な 2.0m 区はほとんどの組み合わせで有意差が見られた。また，渡部ら

（1994）は 1993 年の測定結果と樹幹解析から，成長量だけではなく，形状比や細り率をもとに利

用目的に応じた植栽密度の検討を試みている。

図－9　 生態水文学研究所「ヒノキ防風保護区画試験地」の 1967 年 11 月から 1971
年 1 月までの成長量

図－10　生態水文学研究所「ヒノキ防風保護区画試験地」の 1973 年の測定結果
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4−5．ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地

　ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地の測定資料を附表－14 に示す。1/2 直径および枝下直径は測定

木によって異なるため，それぞれの測定高を合わせて附表－14 に示した。

　枝打ちから 5 年間（1993 年から 1998 年）の成長量について枝打ち率 50％区，枝打ち率 30％

区，無処理区の三つについて比較を行った（図－14）。胸高直径は無処理区に対して枝打ち率

50％区，枝打ち率 30％区が有意に小さく（p＜0.05，Tukey HSD 検定），枝打ちにより樹冠が小

さくなったために肥大成長が抑えられた可能性が考えられる。しかしながら 1/2 直径については

差がみられず，当初想定した枝打ちによる影響は見いだせなかった。樹高については枝打ち率

30％が枝打ち率 50％区及び無処理区に対して優位に小さく（p＜0.001，Tukey HSD 検定），枝打

ちとは異なる影響があったと考えられる。また，無処理区においても枯れあがりにより枝下高が

枝打ち区同様の高さになっているものもみられるなど，本試験地の成長量に与える要因が多く

なってしまっている。参考までに各測定木の枝下高の推移を附表－15 に示す。

図－11　生態水文学研究所「ヒノキ植栽密度試験地」における初期 5 年間の成長量
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4−6．ヒノキ人工交配家系苗試植試験地

　ヒノキ人工交配家系苗試植試験地の測定資料を附表－16 に示す。

　間伐実施前の 2008 年までの樹高成長について，補植木を除いて比較を行った（表－6）。2008

年時点の平均樹高は♀富士 5 号×♂富士 1 号の組み合わせが最も大きく，次いで♀伊豆 3 号×♂

富士 5 号，♀伊豆 5 号×♂伊豆 3 号の順であった。また，♀富士 6 号×♂伊豆 3 号が最も小さ

く，次いで♀富士 5 号×♂伊豆 3 号，♀伊豆 5 号×♂富士 1 号の順であった。1999 年から 2008

年の後半 9 年間の樹高成長量の上位と下位の組み合わせは 2008 年時点の平均樹高と変わらな

かった。1997 年から 1999 年の樹高成長量においては♀富士 1 号×♂富士 6 号の成長量が最も大

図－12　 生態水文学研究所「ヒノキ植栽密度試験地」における 1993 年の胸高
直径の測定結果  
組み合わせ欄の網掛けは同じ植栽密度における施肥区と無施肥区の
組み合わせを示す。
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きかったが，それ以外は上位下位ともに 2008 年時点の平均樹高と変わらなかった。

　当初，植栽木が結実樹齢に達したのち，親家系との戻し交雑（バッククロス）を行い，遺伝子

分析のための 3 世代家系群を育成することが計画されていた。2023 年現在，植栽より 27 年が経

過し，結実が確認されているが，バッククロスなどの操作や遺伝子分析は行われていない。
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図－13　 生態水文学研究所「ヒノキ植栽密度試験地」における 1993 年の樹高の
測定結果  
組み合わせ欄の網掛けは同じ植栽密度における施肥区と無施肥区の組
み合わせを示す。
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図－14　生態水文学研究所「ヒノキ幼齢林枝打ち強度試験地」の枝打ち後 5 年間の成長量

表－6　 生態水文学研究所「ヒノキ人工交配家系苗試植
試験地」における 1997 年から 2008 年の樹高成長

樹高および成長量の上位 3 の組み合わせを太字下線で，下位 3 の組み合わ
せを斜字で示す。
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の努力の結果である。また，測定資料の取りまとめは東京大学デジタルアーカイブズ構築事業の

助成を受けて行った。ここに記してお礼申し上げる。
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